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考按に於いて，原発性胆管癌の剖検時及び胆道手 主訴とし，検査の結果欝血乳頭，右外旋神経麻痔，
術例中の頻度を述べ，更にその症状，診断，及び早 左黄斑出血，脳脊髄液圧 640mmH20等を認め，右
期例に対する根治手術の困難性について，若干の考 前頭葉腫癌と推定，内頚動脈撮影を行った処，予期
察を試みた。 に反し腫癌は左半球芳矢状洞附近にある乙とが判明 
5. 大網皮様嚢腫の 1伊jについて した。之は Cushingの報告に見る如く，脳庄の允
玉真俊一 進せる場合，腫癌の左右の別なしに外旋神経の不全
麻痔がくる ζとを臨床的K実証したものと云える。
大網皮様嚢腫は本邦lと於ては 3例の報告をみるの よって低体温麻酔(氷水 280C)下に閲頭，左前
みである。乙れを含めた大網嚢腫にわくを拡げてみ 頭葉芳矢状洞より 3.2x3.2x1.5cm大， l1gの腰痛
ても 38例の少数にすぎない。 を全別出した。組織学的には脳膜腫で、あった。術後
外国では 1950年迄， Bellerの集計によれば， 115 愁訴は消失し，現在3カ月後で健在。
例である。 併せて脳腫蕩診断に於ける脳血管遺影の重要性を
症例は 45才の女子で， 胃潰蕩にて入院， 胃切除 強調し，脳膜腫について文献的考察を加えた。
術を施行した際rc，偶然大網中に手拳大の腫療を発
見，刻出した。組織的には外腔葉を含み，厚い肉芽 8; 右側横隔膜ヘルニアの 1治験例について
組織に被包された，古い皮様嚢腫で、あった。患者は 最上栄蔵
2週間で治癒退院した。
大網皮様嚢腫は大網嚢腫の 8%を占めるにすぎな 横隔膜ヘルニアは， 1579年 Pareの最初の報告以
い。その成因に関しては， Cohnheim，Spermann 来， Harring:tonが 3000例にのぼる報告をし，本邦
の説が妥当と思はれる。その好発部位からおして では林以来， 177例の手術例がある。当教室でも 18 
L 腹腔内，特に大網では稀れで，従って術前の診 例中 11例を手術治癒せしめた。症例は 36才男子
断は非常に困難である。治療としては皮様嚢腫は で，心宮部広痛を主訴とし，レ線検査の結果，右心 
3%の悪性化頻度をもつので可及的摘出が必要であ 肝角部に陰影あり，透視所見で，バリウムは腹腔内
る。 噴門部より，右後方で再び右胸腔に入札右肺門の
追加 (5) 日大今尾外科佐藤 博 近くに達した後再び下降，幽門前庭部で腹腔に入
術前大網膜皮様嚢腫ではないかと考え，開腹手術 り，十二指腸に移行，これより右横隔膜ヘルニアと
に依り以前に手術した際児残存されたガーゼに依る 診断，開腹の結果，大動脈裂孔右縁に門を有し，胃
大網膜腫癌が或る時期に捻転を生じて出来たと思わ を内容とする。先天性仮性右側大動脈裂孔ヘルニア
れる大網膜血腫を経験したので追加する。患者は 18 と判明，内容を整復，ヘルニア門を閉鎖，胃底部，
才の男子で 2年前広他院で虫垂切除術を受けてい 前庭部後壁を固定した。術後経過は順調で， 2週間
る。 6ヵ月前より腹部に超鵠卵大の腫痛のあるのに で退院，退院時検査では， ヘルニアは全治してい
気がつき，之は腹腔のどこえでも移動していた。 1 た。なほ大動脈裂孔より発した横隔膜へJレニアは，
カ月前パスで揺られた際に腫癌は下腹部に固定し 本例が，本邦最初の治験例である。
た。手術すると球状の大網につつまれた腫痩で，内
容はガーゼと古い血液であった。 9. 特発性総胆管拡語症の 1治験例について
矢野柾多
6. 欠 
本教室においてはこの症例以外K4例の手術施行
7. 右外旋神経蘇揮を呈せる左前頭葉脳膜腫の 例があり， 3例には十二指腸胆道吻合術主主 1例Kは 
Z根治例について 胆道空腸吻合術 (Roux式〉を行いました。 3例は
前田和嘉一 治癒 1例は死亡致しました。
症例は 6才の男児。本年3月に腹部腫癌，上腹部
臨床所見は右半球の脳腫蕩を想わせたが，腫蕩は
痛，軽度の黄痘の主訴のもとに某医l乙醇嚢腫の診断
左半球l乙存在していた興味ある脳膜腫の 1根治例を
で手術をうけたところ本症であることが判明，全身
得たので報告した。
状態不良のため外痩造設術を行いました。本年 7月
症例は 42才の主婦。頑固な頭痛， 幅吐，複視を 当科において・胃切除，胆嚢十二指腸吻合， BJI型空
